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１．報告内容

【今年度後期の活動内容】

• 令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施

【来年度活動予定】

• BIM活用アイディアコンペティションの継続開催

• 会誌「日事連」での連載を継続

• BIMポータルサイト「BIM GATE」の充実化



国土交通省 建築BIM加速化事
業（調査・評価事業及び普及・広
報事業）として、円滑なBIM利用に
よる建築設計業務の普及を一挙
に進めることを目的とした「令和6
年度BIM技術者に対する技法、技
術研修」を実施。

昨年度の実施内容を踏まえ以
下の内容を拡充し実施した。

• 申込要件の緩和

• カリキュラムの更新

• 定員100名→400名へ大幅増加

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施

BIM技術者に対する技法、技術研修広報チラシ



研修後にアンケートを実施。受講
者390名のうち、動画研修アンケー
トで１39名、実技ライブ演習アン
ケートで129名からの回答を得られ
た。両研修ともに、8割以上の回答
者が実践的で役立つと回答。

ベンダー3社から、昨年度より引き
続き講習期間内のソフト貸与のご協
力があったことで、BIM導入に躊躇し
ている層にも参加可能な環境を整
えることができた。
（※）オートデスク（株）、

福井コンピュータアーキテクト（株）、

ベクターワークスジャパン（株）
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２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



＜アンケート概要①＞

BIMの有用性に関する問いに対しては、昨年度と同様に、
BIMが有用で実務応用が期待できると半数が回答した一方、
半数が実務応用には課題があると回答。

実務に移行するための課題として、動画講習と実技ライブ
演習のそれぞれで調査したが、同傾向の回答で、「技術者の
BIM習得に関する課題」「ソフトの操作性・機能改善」「高額な
導入費用と環境整備の負担」「現場や組織内外の連携不足」
の4点に対して、BIMの実務移行を妨げる主な課題として感じ
ている回答者が多い傾向であった。特に、「習得までに時間
がかかる」などの技術者のBIM習得に関する課題に関する回
答は最も多くみられた。多くの回答者は、BIMの操作や複雑な
機能をマスターするまでに時間を要し、特に年配技術者や初
心者にとっては大きなハードルとなっている。

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



＜アンケート概要②＞

実務への取り込みに関しては、プロジェクトごとの業務工程
の中でBIM活用をどのように位置付けるかなど、スムーズな
業務移行の仕組み作りが必要との回答がみられた。

またソフト自体の使い勝手向上や、部材・テンプレート等の
周辺データの整備、ソフトウェアやPCなどの導入・維持にか
かる費用面の負担も、多くの回答者が課題として感じている。

加えて、外部の施工業者や協力会社との連携、社内での統
一的な取り組みなど、組織全体および業界全体での環境整
備とサポート体制の強化が急務であるとの声も寄せられた。

実技ライブ演習ではさらに、詳細図作成が困難であること
や、申請対応などの実務移行後に直面する課題に言及する
回答も見られた。

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



＜実務に移行するための課題点回答内容＞
動画講習回答

分類 回答数

技術者のBIM習得に関する課題 53件

BIMソフトに関する課題 32件

費用に関する課題 22件

会社組織に関する課題 22件

実業務への取り込み・システム移
行に関する課題

19件

業務時間・計画に関する課題 19件

他社等との連携に関する課題 16件

BIMオブジェクト等整備環境に関す
る課題

11件

BIMを取り巻く環境に関する課題 10件

サポート体制の課題 9件

実技ライブ演習回答

分類 回答数

技術者のBIM習得に関する課題 36件

BIMソフトに関する課題 14件

実施設計図、詳細図、オブジェクト
の作成が困難

11件

実業務への取り込み・システム移
行に関する課題

10件

費用に関する課題 10件

他社等との連携に関する課題 9件

BIMオブジェクト等整備環境に関す
る課題

9件

業務時間・計画に関する課題 8件

会社組織に関する課題 8件

BIMを取り巻く環境に関する課題 5件

サポート体制の課題 4件

確認申請への対応 4件

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



＜各分類の主な回答①＞

① 技術者のBIM習得に関する課題

「操作量が多く覚えるのが大変」「習得に時間と費用がかかりすぎる」

② 実業務への取り込み・システム移行に関する課題

「従来の業務を見直すかBIMと現行のCADを併用するか」

「実施設計への移行・図面化が課題」

③ サポート体制の課題

「講習会での機会が欲しい」「ヘルプ機能の充実をお願いしたい」

④ 他社等との連携に関する課題

「BIMを使用していない人との連携に多少の問題を感じた」

「元請と業者での連携の難しさ」

⑤ 業務時間・計画に関する課題

「必要作業時間の予想ができず、工期の余裕がある物件でないと試行

が難しい」「作業時間との勝負」

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



＜各分類の主な回答②＞

⑥ 費用に関する課題

「ソフトが非常に高額である」「導入コストと維持コストが高額すぎる」

⑦ BIMソフトに関する課題

「操作性を良くしてほしい」「待ち時間が生じる」

⑧ BIMを取り巻く環境に関する課題

「建具など日本メーカーから仕様を引っ張ってこれるようになると入力の手間

がなくなる」

⑨ BIMオブジェクト等整備環境に関する課題

「実際に使用する部材データが不足している」

「部材が整っていないと、平面から各図面への展開に制限が出る」

⑩ 会社組織に関する課題

「社内においてBIM操作スキルの習得に差がある」

「社内での普及が課題」

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



＜各分類の主な回答③＞

⑪ 実施設計図、詳細図、オブジェクトの作成が困難

「実務的には詳細図を作成しなければなりませんので、金物やシャッター・その

他特殊な材料など、３Dカタログになく、汎用3Dでの作成も困難なものがあると

どうしても二次元CADに戻らざるを得ないところがあります。」

⑫ 確認申請への対応

「これから確認申請書類関連もBIMで行っていくことになるとまた課題があるの

かなと思いました。」

「申請業務等を踏まえた環境（テンプレート・ファミリ等）の構築が必要であると

感じています。」

⑬ その他

「とくになし」「実務をしないと始まらない」

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



アンケートでは、研修動画の閲覧期間延長に関する回答
も多く寄せられ、国土交通省からも一般公開の要請があっ
たことを受け、3/7（金）より、一般公開の承諾を得られた
GLOOBE Architectクラス、Vectorworksクラスの研修動画
およびテキストについては、BIM GATE上で公開した。Revit
についてはテキストのみ公開する。本教材は、BIMの導入・
活用に有効と考える。

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



また、研修動画閲覧ページでは、アンケート調査も実施す
る。今後も継続的にデータを収集し、BIMの普及・促進を妨
げている課題を収集する。

本アンケートにて収集したデータおよび国土交通省で実
施しているBIMの活用・普及状況の実態調査結果等を踏ま
えながら、今後も事業計画を検討し、さらなるBIMの普及・
促進に寄与するため、引き続き活動していく。

２．活動報告
令和6年度BIM技術者に対する技法、技術研修の実施



３．活動予定
BIM活用アイディアコンペティションの継続開催

BIM利用による設計コンペを主催し、建築士・学生に対し、
BIM活用への意欲の喚起、BIM活用能力の向上・積極活
用のきっかけとするとともに、提案作品を通じて広く一般
社会にBIMの価値を示すことを目的に、2014年より開催。

2019年度より、学生だけでなく社会人にも対象を拡大し、
毎年開催しており、2024年度は動画提出も要件としたこと
で、一歩先の未来が垣間見えたコンペとなった。

2023年度最優秀賞
「 Bio Catharsis 」

2024年度最優秀賞
「開花する隠れた情景たち」



主管単位会が栃木→福岡→宮城→大阪→神奈川と移
ることで地方へのBIM展開が図られ、また提案のレベルが
向上し、活用の多様性が拡大した。

また、運営にあたって各地の建築士事務所協会が行政
と適切に連携して要項を作成し、BIMがもたらす効果を見
える化し、BIM普及への意識づけ、あるいはBIM活用の
リーダー育成に、着実に取り組んできている。

来年度は徳島での開催を予定している。

マロニエコンペティション サイトURL

→https://www.marronnier-bim.com/

３．活動予定
BIM活用アイディアコンペティションの継続開催



３．活動予定
会誌「日事連」での連載を継続

BIMの普及促進を目的として、
最新情報の紹介、基礎知識の提
供など、幅広い視点からBIMやAI
をめぐる記事を掲載。2カ月に1
度の連載で、現在までに通算35
回掲載。

引き続き、設計組織でのBIM導
入後～活用に至るまでの事例を
紹介している。本内容は、中小
事務所がBIM導入を検討する上
で課題となる部分であるため、
先行事例の紹介を幅広く紹介し、
BIMの普及・促進に取り組む。

https://www.njr.or.jp/aboutus/magazine/
（詳細はお問い合わせください）



３．活動予定
BIMポータルサイト「BIM GATE」の充実化

令和6年度は、BIMに関わる幅広い方々を対象とした
BIM情報ポータルサイトで、BIM導入に関する情報提供を
継続すると共に、BIM技法、技術研修の募集にも活用し、
着実にユーザー数を増やした。今後、BIM技法、技術研修
の教材公開後の流入データも計測対象となることから、
更なる利用者増が見込まれる。

2023/2/28～2024/2/29 2024/3/3～2025/3/3

BIM技法、技術研修募集期間



３．活動予定： 
BIMポータルサイト「BIM GATE」の充実化

建築技術者に最新の有益な情報を提供するため、引続
き内容充実を図る。BIM進展とともに増大する情報を整理
し、BIM初心者が挫折しないための支援を継続する。

建築界で幅広く活用されるよう、各団体・部会からの情報
提供・リンク、運営アドバイスを期待する。

BIM GATE サイトURL

→https://bimgate.jp/

ご清聴ありがとうございました
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